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CS+ RH850 コンパイラ CC-RH V1.07.00 
リリースノート 
 

この度は、統合開発環境 CS+をご使用いただきまして誠にありがとうございます。 

この添付資料では、本製品をお使いいただく上での制限事項および注意事項等を記載しております。 

ご使用の前に、必ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 
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第1章  対象デバイスについて 

CC-RH がサポートする対象デバイスに関しては WEB サイトに掲載しています。 

こちらをご覧ください。 

CS+製品ページ： 

https://www.renesas.com/cs+ 

 

 

https://www.renesas.com/cs+
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第2章  ユーザーズ･マニュアルについて 

本製品に関連したユーザーズ･マニュアルは次のようになります。本文書と合わせてお読みください。 

 

マニュアル名 資料番号 

CC-RH コンパイラ ユーザーズマニュアル R20UT3516JJ0104 

CS+ 統合開発環境 ユーザーズマニュアル CC-RH ビルド・ツール操作編 R20UT3283JJ0105 
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第3章  アンインストール時の選択キーワード 

本製品をアンインストールする場合は、2 つの方法があります。 

・統合アンインストーラを使用する(CS+自体をアンインストールする) 

・個別にアンインストールする(本製品のみをアンインストールする) 

 

個別にアンインストールを行う場合、コントロールパネルの 

・「プログラムと機能」 

から「CS+ CC-RH V1.07.00」を選択してください。 
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第4章  変更点 

本章では、CC-RH V1.06.00 から V1.07.00 への主な変更点について説明します。 

なお、professional 版のライセンス登録時のみ使用できる機能は【professional】と明記します。 

 

 

4.1 C99規格 
言語仕様として C99 規格に準拠し、コンパイル・オプション-lang と-strict_std を追加しました。 

なお今版では、C99 規格のうち可変長配列型・複素数型・一部の標準ライブラリ関数は未サポートです。 

 

 

-lang=c オプション指定時、C90 規格に準拠します。 

また、-lang=c99 オプション指定時、C99 規格に準拠します。 

 

 

-lang オプションで指定した言語規格（C90 あるいは C99）に厳密に合わせて処理し、規格に反す

る記述に対してエラーや警告を出力します。 

V1.06.00以前には C90規格に厳密に合わせて処理する-Xansiオプションがありましたが、V1.07.00
からは-strict_std オプションに変更します。なお、V1.07.00 以降で-Xansi オプションを指定した場

合、-strict_std オプションに自動的に変換して入力を受け付けます。 

-lang={c|c99} 

-strict_std 
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4.2 MISRA-C:2012ルールによるチェック機能の拡充【professional】 

MISRA-C:2012 ルールによりソース・チェックを行う-Xmisra2012 オプションの引数に、下記の C99 規

格用のルール番号を指定できるようにしました。 

【必須ルール】  17.6, 

【必要ルール】  8.14 9.4, 9.5 13.1 18.7 21.11 

【推奨ルール】 21.12 

 
各リビジョンでチェック可能な MISRA-C:2012 ルール数は下記の通りです。 

 

ルール分類（ルール数） V1.03.00 V1.04.00 V1.05.00 V1.06.00 V1.07.00 

必須ルール（16） 3 3 4 6 7 

必要ルール（108） 31 58 76 80 86 

推奨ルール（32） 7 21 23 25 26 

合計ルール（156） 41 82 103 111 119 
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4.3 不正な間接関数呼び出し検出機能【professional】 

不正なアドレスへの間接関数呼び出しを検出する機能を追加しました。 

下記の手順で間接関数呼び出しの分岐先アドレスをチェックし、問題を検出した場合にエラー関数を呼

び出します。 

1. コンパイル時に、間接関数呼び出しされる可能性のある関数を C ソース・プログラムから自動で抽

出し、リンク時にその情報を統合して関数リストを実行形式ファイル内に生成します。 

2. C ソース・プログラムを解析して間接関数呼び出しが行われる直前に、チェック関

数”__control_flow_integrity”を呼び出す処理を挿入します。このチェック関数には、当該間接関数呼

び出しによる分岐先アドレスが引数として渡されます。 

3. 実行時にチェック関数内で、引数の分岐先アドレスが関数リストに含まれるかをチェックします。含

まれていない場合は不正な間接関数呼び出しと判断してエラー関数”__control_flow_chk_fail”を呼び

出します。 

 

下記の C ソースを例に説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

4 行目で関数 func1 のアドレスが取得されているため、間接呼び出しされる可能性のある関数と判断し

て関数リストに func1 を追加します。 

7 行目で関数ポインタ fp を使用して間接呼び出ししているため、この呼び出しの直前で関数ポインタ fp

の値を取得し、取得した値を引数としてチェック関数”__control_flow_integrity”を呼び出すコードを生成

します。チェック関数内では、引数で指定した値（正常に実行している場合は func1 のアドレス）が関

数リストに含まれるかをチェックし、次のように動作します。 

- 含まれている場合 ⇒ C ソース・プログラムの処理を続行します。 

- 含まれていない場合 ⇒ エラー関数”__control_flow_chk_fail”を呼び出します。 

上記のように、不正な間接関数呼び出しを検出することが可能となります。 

8 行目は関数 func2 の直接呼出しのため、検出機能の対象外です。 

1: 
2: 
3: 
4: 
5: 
6: 
7: 
8: 
9: 

extern void func1(void); 
extern void func2(void); 
 
void (*fp)(void) = &func1; 
 
void main(void) { 

(*fp)();          // 関数func1の間接呼び出し 
func2();         // 関数func2の直接呼出し 

} 
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本機能を有効にするには、下記のオプションを指定してください。 

 

 

 

不正な間接関数呼び出しを検出するコードを生成します。 

 

 

 

不正な間接関数呼び出し検出時に用いる関数リストを生成します。 

 

また、本機能に関連して下記のリンク・オプションも追加しました。 

 -cfi_add_func 
引数に指定した関数のシンボルまたはアドレスを関数リストに追加します。 

 -cfi_ignore_module 

引数に指定したファイルに含まれる関数のアドレスを関数リストへ追加しません。 

 -show=cfi 
-list オプションを指定して出力するリスト・ファイルに関数リストの内容を出力します。 

 

-control_flow_integrity 

【コンパイル・オプション】 

-cfi 

【リンク・オプション】 
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4.4 PIC/PID機能 
関数・定数・変数をリンク時とは異なる任意のアドレスに配置できる PIC/PID 機能を追加しました。

CC-RH では、任意のアドレスに 

- 関数を配置して実行できる機能を PIC（Position Independent Code）機能 

- 定数を配置して参照できる機能を PIROD（Position Independent Read Only Data）機能 

- 変数を配置して参照できる機能を PID（Position Independent Data）機能 

と呼びます。 

 
4.4.1 セクション 

PIC/PID 機能をサポートするために、下記のセクションを追加しました。 

 

上記のセクションの追加に関連して、下記を追加しました。 

 #pragma section に指定可能な属性指定文字： 

pctext,  pcconst16,  pcconst23,  pcconst32,  gp_disp32,  ep_disp32 

 -Xsection オプションの引数に指定可能なセクション属性： 

pcconst16,  pcconst23 

 .cseg, .dseg, .section 疑似命令のオペランドに指定可能な再配置属性： 

PCTEXT,  PCCONST16,  PCCONST23,  PCCONST32, 
SDATA32,  SBSS32,  EDATA32,  EBSS32 

 

対象 セクション名 アクセス方法 

関数 .pctext 
PC または__pc_data シンボルからの32 ビット

長相対 

定数 .pcconst16 __pc_data シンボルからの16ビット長相対 

定数 .pcconst23 __pc_data シンボルからの23ビット長相対 

定数 .pcconst32 __pc_data シンボルからの32ビット長相対 

初期値あり変数 .sdata32 
r4（GP）からの32 ビット長相対 

初期値なし変数 .sbss32 

初期値あり変数 .edata32 
r30（EP）からの32 ビット長相対 

初期値なし変数 .ebss32 
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4.4.2 コンパイル・オプション 

PIC/PID 機能を有効にするために、下記のコンパイル・オプションを追加しました。 

 

 

 

関数のデフォルト・セクションが.text ⇒ .pctext セクションになります。 

.pctext セクションに配置した関数への呼び出しやアドレス参照を PC 相対で行うことにより任意の

位置での実行を実現します。 

 

 

 

 

定数のデフォルト・セクションが.const ⇒ .pcconst32 セクションになります。 

.pcconst32 セクションに配置した定数への参照を PC 相対で行うことにより任意の位置への配置と

参照を実現します。 

 

 

 

 

変数のデフォルト・セクションが.data/.bss ⇒ .sdata32/.sbss32 セクションになります。 

.sdata32/.sbss32 セクションに配置した変数への参照を GP 相対で行うことにより任意の位置への

配置と参照を実現します。 

 

-pirod 

【PIROD 機能を有効にする場合】 

-pid 

【PID 機能を有効にする場合】 

-pic 

【PIC機能を有効にする場合】 
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4.4.3 アセンブル・オプション 

PIC/PID 機能を有効にするために、下記のアセンブル・オプションを追加しました。 

 

 

 

.cseg, .section 疑似命令のオペランドに指定可能な再配置属性が次のように変更されます。指定可能

でない再配置属性を指定するとエラーになります。 

- オプション未指定時：TEXT 

- オプション指定時：PCTEXT 

 

 

 

.cseg, .section 疑似命令のオペランドに指定可能な再配置属性が次のように変更されます。指定可能

でない再配置属性を指定するとエラーになります。 

- オプション未指定時：CONST，ZCONST，ZCONST23 

- オプション指定時：PCCONST16，PCCONST23，PCCONST32 

 

 

 

.cseg, .section 疑似命令のオペランドに指定可能な再配置属性が次のように変更されます。指定可能

でない再配置属性を指定するとエラーになります。 

- オプション未指定時：DATA，ZDATA，ZDATA23，BSS，ZBSS，ZBSS23 
- オプション指定時：SDATA32，SBSS32，EDATA32，EBSS32 

 
4.4.4 -r4オプション 
コンパイル時に r4 レジスタ（GP）を使用しないコードを生成する-r4 オプションを追加しました。 

 

 

-r4=fix オプション指定時は、r4 レジスタの値をプロジェクト全体で固定します。PID 機能等で GP

相対セクションを使用する場合に指定してください。 

-r4=noneを指定時は、PIDとPIDでないプログラムの両方に使用できるオブジェクトを生成します。 

-r4={fix|none} 

-pic 

【PIC機能を有効にする場合】 

-pid 

【PID 機能を有効にする場合】 

-pirod 

【PIROD 機能を有効にする場合】 
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4.5 最適化強化 

主に以下のような最適化を実装することにより、生成コードの性能を改善しました。 

 
4.5.1 ビット演算の改善 
ビット幅の狭いデータに対するビット演算を改善しました。 

 

 

 

 

 

 

この例の場合、*p への代入値に対するビットマスク演算を除去します。またその結果、条件演算の一方

にあるビット反転演算に対して、論理演算命令 not を使用可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4.5.2 別名解析 

別名解析の最適化を改善しました。別名解析は V1.06.00 で実装し、-Xalias=ansi オプション指定時に有

効になる最適化です。 

V1.06.00 では-Xmerge_files オプション指定時は無効でしたが、V1.07.00 では-Xmerge_files オプション

指定時にも有効になるように改善しました 

別名解析の最適化が有効になったときに現れる効果は V1.06.00 と同じです． 

<V1.06.00の生成コード> 

_func: 

        .stack _func = 0 

        andi 0x0000000F, r7, r2 

        shr r2, r8 

        andi 0x000000FF, r8, r2 ; ビットマスク演算 

        add r7, r6 

        cmp 0x00000000, r9 

        bnz9 .BB.LABEL.1_2 

.BB.LABEL.1_1:  ; bb20 

        movea 0xFFFFFF00, r0, r2 

        or r2, r8 

        xori 0x000000FF, r8, r2 

.BB.LABEL.1_2:  ; bb23 

        st.b r2, 0x00000000[r6] 

        jmp [r31] 

<V1.07.00の生成コード> 

_func: 

        .stack _func = 0 

        andi 0x0000000F, r7, r2 

        shr r2, r8 

        add r7, r6 

        cmp 0x00000000, r9 

        bnz9 .BB.LABEL.1_2 

.BB.LABEL.1_1:  ; bb20 

        not r8, r8  ; 論理演算命令 

.BB.LABEL.1_2:  ; bb23 

        st.b r8, 0x00000000[r6] 

        jmp [r31] 

<ソースコード例> 

void func(unsigned char *t, unsigned char i, unsigned char j, unsigned char v) { 

 unsigned char *p = &t[i & 0xff]; 

 unsigned char m = j >> (i & 0xf); 

 *p = v ? m : ~m; 
} 
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この例の場合、別名解析の無効時には StructArray[p->index1]のアドレス計算を 3 回実施していますが、

有効時には 1 回のみ実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<ソースコード例> 

struct tag1 { 
    char member1; 
    int  member2; 
    long long member3; 
} StructArray[2]; 
 
struct tag2 { 
    short index0; 
    short index1; 
    short index2; 
}; 
 
void func(struct tag2 *p) { 
    StructArray[p->index1].member1 = 1; 
    StructArray[p->index1].member2 = 2; 
    StructArray[p->index1].member3 = 3; 

} 

<無効時> 

_func: 
.stack _func = 0 

     ld.h 0x00000002[r6], r2 

     shl 0x00000004, r2 

     mov #_StructArray, r5 

     add r5, r2 

     mov 0x00000001, r7 

     st.b r7, 0x00000000[r2] 

     ld.h 0x00000002[r6], r2 

     shl 0x00000004, r2 

     add r5, r2 

     mov 0x00000002, r7 

     st.w r7, 0x00000004[r2] 

     ld.h 0x00000002[r6], r2 

     shl 0x00000004, r2 

     add r2, r5 

     mov 0x00000003, r2 

     st.w r2, 0x00000008[r5] 

     st.w r0, 0x0000000C[r5] 

     jmp [r31] 

<有効時> 

_func: 
  .stack _func = 0 

     ld.h 0x00000002[r6], r2 

     shl 0x00000004, r2 

     mov #_StructArray, r5 

     add r2, r5 

     mov 0x00000001, r2 

     st.b r2, 0x00000000[r5] 

     mov 0x00000002, r2 

     st.w r2, 0x00000004[r5] 

     mov 0x00000003, r2 

     st.w r2, 0x00000008[r5] 

     st.w r0, 0x0000000C[r5] 

     jmp [r31] 
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4.6 メモリ使用量の上限拡張 

CC-RH が使用できるホスト PC 上のメモリ量を拡張しました。 

 32bit/64bit OS とも 2G byte 【V1.06.00 以前】 

 32bit OS の場合は 3G byte、64bit OS の場合は 4G byte 【V1.07.00 以降】 

 
 
4.7 即値を用いた自動変数の初期化 

構造体型や配列型の自動変数の初期化を即値で行うコンパイル・オプション-Oinline_init を追加しまし

た。この機能により、プログラムの実行が高速になる場合があります。 

 

 

 

 

 

自動変数を初期化する際、初期化子を定義したテーブル（V1.06.00 の生成コード例では.STR.1）を参照

して初期化していましたが、-Oinline_init オプションを指定すると初期化子を命令に埋め込んで初期化し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<V1.06.00の生成コード> 

_main: 
        .stack _main = 16 
        add 0xFFFFFFF0, r3 
        movea 0x00000010, r0, r2 
        mov #.STR.1, r5 
        mov r3, r6 
        add r6, r2 
        br9 .BB.LABEL.1_2 
.BB.LABEL.1_1:  ; entry 
        ld23.dw 0x00000000[r5], r8 
        st23.dw r8, 0x00000000[r6] 
        add 0x00000008, r5 
        add 0x00000008, r6 
.BB.LABEL.1_2:  ; entry 
        cmp r6, r2 
        bnz9 .BB.LABEL.1_1 
.BB.LABEL.1_3:  ; entry 
        dispose 0x00000010, 0x00000000, [r31] 
        .section .const, const 
        .align 4 
.STR.1: 
        .dw 0x0001,0x0002,0x0003,0x0004 

<V1.07.00の生成コード>[-Oinline_init指定時] 

_main: 
        .stack _main = 16 
        add 0xFFFFFFF0, r3 
        mov 0x00000001, r2 
        st.w r2, 0x00000000[r3] 
        mov 0x00000002, r2 
        st.w r2, 0x00000004[r3] 
        mov 0x00000003, r2 
        st.w r2, 0x00000008[r3] 
        mov 0x00000004, r2 
        st.w r2, 0x0000000C[r3] 
        dispose 0x000010, 0x000000, [r31] 

<ソースコード例> 

void main() { 

  int array[4] = {1,2,3,4}; 

} 
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4.8 メッセージ制御機能 
警告メッセージをエラーメッセージに変更するためのコンパイル・オプション-change_message を追

加することで、警告メッセージの見落としを防止することができるようになりました。 

また、警告メッセージの出力を抑止するコンパイル・オプション-Xno_warning に 0510000 番台を指定

できるようにしました。 

 W0520000 ～ W0559999 が抑止可能 【V1.06.00 以前】 

 W0510000 ～ W0559999 が抑止可能 【V1.07.00 以降】 

 

 

4.9 ヘキサ・ファイルのレコード長固定機能 
インテル拡張ヘキサ・ファイル(.hex)とモトローラ・S タイプ・ファイル(.mot)の出力アドレスを、指定

したアライメントで整合し、固定レコード長で出力する-fix_record_length_and_align オプションを追

加しました。常に一定のレコード長でヘキサ・ファイルを出力するため、ヘキサ・ファイルの比較等の

作業効率が改善します。 

また、-byte_count オプションを拡張し、-form=stype 指定時にも指定できるようにしました。 

 

 

4.10 リンク時のメッセージ追加 
V1.06.00 以前では、整列条件の異なる同名セクションをリンクした場合に警告メッセージ W0561322

を出力していましたが、V1.07.00 では整列条件の異なる同名セクションで、かつ、その整列条件の一方

が他方の倍数ではないセクションをリンクした際に警告メッセージ W0561331 を出力するようにしま

した。 

W0561322：Section alignment mismatch : " セクション" 

W0561331：Section alignment is not adjusted : " セクション" 

いずれの警告も整列条件は最大の指定を有効にしてリンクします。 

W0561322 は動作に問題はありませんので無視しても構いませんが、W0561331 は動作に問題がある可

能性がありますので、整列条件を見直す必要があります。 
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4.11 注意事項の改修 
以下 4 件の注意事項を改修しました。注意事項の詳細につきましてはツールニュースをご確認ください。 

- pow 関数の戻り値が不正となる注意事項 (No.9) 

- switch 文中のラベルへの goto 文を使用している場合の注意事項 (No.16) 

- FPU 命令を含む数学ライブラリ関数に関する注意事項 (No.17) 
- ループ制御変数の終了条件が定数のループ文に関する注意事項 (No.18) 

 

 
4.12 その他の変更・改善 

ビルド時に内部エラーが発生する場合がありましたが、これを改善しました。 
 

 

 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 
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